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1. フィルターの比較

構造 特長/問題点

フィルター
コネクタ

特長

(1)フィルターリングしたノイズ成分の再放射がない。
フィルターリングは金属シェル内で行われ、ノイズ成分は
コネクタ外に漏れることなく金属筐体に落とされる

(2)小型化
ノンフィルターコネクタと原則同サイズ

(3)軽量

貫通
コンデンサ

問題点

(1)フィルターリングしたノイズ成分の再放射

(2)貫通コンの占有スペースが存在

基板設計

問題点

(1)フィルターリングしたノイズ成分の再放射

(2)基板設計見直しに時間が掛かる

貫通
コンデンサ

フィルターコネクタは、EMI要求が最も厳しく、小型・軽量が求められる航空機での使用が最適である。
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2.貫通コンデンサとフィルターコネクタの比較

フィルター
コネクタ

信号処理基板
ノンフィルター

コネクタ

貫通コンデンサ電源フィルタ基板シールドケース
信号フィルタ

基板

フィルター占有スペース
(参考）30mm

貫通コンデンサ フィルターコネクタ

・小型化

・軽量化

・部品点数減による高信頼化

・設計時間の削減

信号処理
基板
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2. フィルターコネクタの性能を保証するための工夫

コンデンサ

シェル

インダクタ

(例) 丸形コネクタ (Pi 型フィルター)

1. コネクタ嵌合面と裏面を樹脂で封止(100%リーク試験実施)
・コネクタ内部へのコンタミや水分の吸い込みを防ぎ、電気的不具合を防止する

・内蔵したフィルターアセンブリをシェルに対して確実に固定することで、

使用中にコンタクトに加わる負荷をコンデンサ基板からアイソレートする。

2. 顧客要求に応じた設計が可能

・カットオフ周波数⇒静電容量の選定

・減衰カーブを最適化⇒フィルター構造の選択

・フィルターロケーション⇒コンタクト毎にフィルター、ノンフィルター、グランドの選択可能

3. 電気特性(静電容量・耐電圧・絶縁抵抗)の100%全数検査

・樹脂封止前に、コンデンサの電気特性を検査

4. フィルターコネクタの電気性能、耐スペックBSF-1で規定

メーカオリジナル品の性能を体系的に規定。

出力入力

ノイズ
(高周波)

信号
(低周波)

信号(低周波)

シェル

インダクタコンデンサ

電極(グランディングフィンガー)ノイズ
(高周波)

信号(低周波)
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3. コンデンサ容量とカットオフ周波数について

容量中 容量大 容量小

構造

誘電体厚み 1 (基準) 0.5 2

容量 1 (基準) 2 0.5

耐圧 1 (基準) 0.5 2

誘電体

電極

電極

周波数f (Hz)

減
衰

(d
B)

容量中容量大 容量小

カットオフ周波数

3dB

容量を調整する事で、カットオフ周波数を調整できる。
↓

要求のカットオフ周波数に応じた容量を設計できる。
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C型 Pi型

構造

減衰特性

4. フィルター形状と減衰特性について

代表的なローパスフィルターの種類

コンデンサ

フィルター形状を変える事で、減衰特性を調整できる。
↓

要求のフィルター特性に応じたフィルター形状を設計できる。

0

20

40

60

80

100

120

3dB 3dB0

20

40

60

80

100

120

入力 出力
インダクタ
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5. フィルターコネクタ設計に必要な情報

項目 例

① コネクタ設計

コネクタシリーズ
・丸形コネクタ MIL-DTL-26482 シリーズⅠ, Ⅱなど

MIL-DTL-38999 シリーズⅠ, Ⅱ, Ⅲなど
・角型コネクタ D-sub, ARINCなど

シェル材質 ・メタル/コンポジット

シェルめっき材質 ・ご要求による

インサートアレンジ ・ご要求による

コンタクト形状 ・ピン / ソケット

コンタクト結線方法 ・半田 / PCB / 圧着 (圧着の場合、他に比べて寸法大きくなります)

② フィルター設計

カットオフ周波数 ・ご要求による

減衰カーブ
(ご要求がある場合)

・ご要求の減衰カーブ

・標準の減衰カーブ(MF1, HF1, VHF1, VHF2, UHF1, UHF2)

コネクタ用途 ・信号 / 電源 (AC or DC)

コネクタ寸法(奥行) ・ご要求による

耐電圧 ・ご要求による

フィルターロケーション ・全コンタクト/指定コンタクトのみ

ノンフィルター(スルー)ロケーション ・ご要求による

グランドコンタクトロケーション ・ご要求による
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6. (例) 飛翔体向けD-subフィルターについて

コンデンサ

シェル

出力入力

ノイズ
(300kHz以上)

信号 (低周波数)

10db@1MHz(=1000kHz)

Power
Signal

挿入損失 vs 周波数

電圧@1MHz

10db 
(電圧 約70%低減)挿入損失 電力比 電圧比

3dB 1/2 1/1.4

10dB 1/10 1/3.2

20dB 1/100 1/10

40dB 1/10000 1/100

dB= 10 × log W1
W2

dB= 20 × log V1
V2

電力比

電圧比

3dB@0.3MHz(=300kHz)

要望に応じた製品を設計が可能。

ノイズ(入力)

ノイズ(出力)
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6. (例) 飛翔体向けD-subフィルターについて

コンタクト毎にフィルター・ノンフィルター・グランドの選択が可能。
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7. 標準フィルター

各種フィルターに対応可能。
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補足資料



12

ENABLING THE ELECTRONICS REVOLUTION

8. ノイズについて

ノイズ障害の発生原理 ノイズ対策の手段

・ノイズは、導体伝導と空間伝導の2種類。
導体伝導から空間伝導、空間伝導から導体伝導に変わる場合がある。

・ノイズ対策の手段は、フィルターとシールドの2種類。

・フィルターが筐体入口に必要。

①

②

③ ④

ノイズ
発生源

デバイス

シールド シールド

フィルター①導体伝導

②空間伝導

③空間伝導→導体伝導 ④導体伝導→空間伝導

ノイズ
発生源

デバイス
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8. ノイズについて

理想
現実

ノイズ 電源/信号+ノイズ

電源
(Power)

直流 ノイズ(50kHz)

信号
(Signal)

1kHz(矩形波) 50kHzのノイズ

周期T=1msec
周期T=0.02msec

𝑓𝑓 =
1
𝑇𝑇

f :周波数(Hz)
T :周期 (s)

(メモ) 周波数と周期

電源/信号には、ノイズ(高周波交流成分)が含まれる。
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9. LCR(受動部品) について

イメージ
直流 交流

抵抗 インピーダンス(抵抗)

L
インダクタ

電流は流れる。
抵抗≒0

周波数が大きくなるほど
インピーダンスは大きくなる。

C
コンデンサ

電流は流れない。
抵抗は∞

周波数が大きくなるほど
インピーダンスは小さくなる。

R
抵抗

電流は流れる。
抵抗は一定

(オームの法則)

周波数に関わらず一定。

周波数(Hz)

イ
ン

ピ
ー

ダ
ン

ス
(Ω
)

周波数(Hz)

イ
ン

ピ
ー
ダ
ン
ス
(Ω
)

周波数(Hz)

イ
ン

ピ
ー

ダ
ン

ス
(Ω
)

𝑍𝑍 =
1

2𝜋𝜋𝑓𝑓𝑓𝑓

𝑍𝑍 = 2𝜋𝜋𝑓𝑓𝐿𝐿

𝑍𝑍 = 𝑅𝑅



15

ENABLING THE ELECTRONICS REVOLUTION

10. コンデンサのフィルター特性

出力入力

信号(1kHz)
ノイズ(50kHz)

信号(1kHz)

ノイズ(50kHz)
信号(1kHz)

コンデンサは、信号に含まれるノイズ(高周波交流成分)を除去することができる。
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10. コンデンサのフィルター特性

周波数(Hz)

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
(Ω
) 𝑍𝑍 =

1
2𝜋𝜋𝑓𝑓𝑓𝑓

Z : インピーダンス(Ω)
F : 周波数(Hz)
C : 容量(F)

周波数
コンデンサの
インピーダンス

1kHz 1 (基準)

10kHz 0.1

50kHz 0.02

100kHz 0.01

高周波数領域：インピーダンスが小さく、電流は流れる。
低周波数領域：インピーダンスが大きく、電流は流れない。

出力入力

ノイズ
(50kHz)

信号 (1kHz)

低周波数

高周波数

コンデンサはノイズ(高周波)を通すが、信号(低周波)は通さない。
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11. ローパスフィルターについて

挿入損失 電力比

3dB 1/2

コンデンサはカットオフ周波数以上の交流成分を除去することができる。

～

負荷(50Ω)

コンデンサノイズ源

ノイズ源の
出力インピーダンス(50Ω)

ノイズ

0
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カットオフ周波数(3dB)

コンデンサを通過できない。
↓

ノイズとして除去することができる。

信号
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